
 

神保町 First Saturday アフターレポート 
 

皆さん、こんにちは。神保町子です！ 2016年 3月 5日に開催された「神保町ファーストサタデー」のアフターレ

ポートですが、私からお届けすることになりました。お時間がありましたら、どうぞ最後までお付き合いくださいね＾＾ 

 

【開催のきっかけ】 

2015年 12月 15日、神保町 XF忘年会でのこと。それは「神保町で FSやってみない？」の一言から始まりまし

た。サケゾチックマターに背中を押されたのか、その数分後には開催が決定。そこからあっという間にスタッフ募集

の声掛けが行われ、専用コミュ、slackが立ち上がり、年明けの 1月 8日にはスタッフの顔合わせ（飲み会とも言う）

がありました。 

 

まず開催日を 3月 5日として会場などの検討が始まった頃、事件が起こりました。そうObsidian浜松の知らせで

す！スタッフも多く参加するアノマリーの翌週に FSなんてできるの？いやー無理でしょー！それでもやってみた

い！たくさんの議論がありましたが、皆でやってみようと決めました。そのミーティングで決まったのが、「神保町で

遊ぼう！」という開催テーマだったのです。 

 

【準備期間】 

 古書店街、カレーの街、スポーツ用品店の街など、さまざま

な顔を持つ神保町で、エージェントの皆さんに楽しく遊んでもら

うにはどんなFSがいいのか。その答えの一つは「ミッション」で

した。神保町界隈ですでに連作メダルアートミッションを作成さ

れている kowloonsgate aiさん、44devjp ingressさんはじめ、

FSスタッフの A OYA さん、Pocoty さんによる 4 コース計 24

個のメダルデザインが完成。それぞれのミッションコースが申

請されました。 

 

 会場については、雨が降っても大丈夫なように屋根のある場所を探していました。当初は書店のイベントスペース

等が有力候補だったのですが、定員や費用の問題でなかなか決めることができなかったんです（本屋さんで FSな

んて、とっても神保町っぽかったんですけれど！）。そんな中、FSスタッフ jumbotanishiさんの謎スキルが発揮され、

神保町で何度もイベントを主催しているカレー店「チャボ」の店主さんにつながり、神保町 FSの開催についてご相

談したところ、会場候補として神保町三井ビルディングを紹介いただきました。 

 



オフィスビルのエントランスホールを会場に使うなんて、全くの盲点です！ 実際に近隣女子大の卒業制作展や

チェンバロの演奏会など、さまざまなイベントが行われており、定員 100名程度であれば十分収容できるとのことで、

会場問題は一気に解消しました。参加者・スタッフ合わせて定員 100名という数字が設定され、次は集客活動に焦

点が移っていきました。 

 

集客に直結する広報については、参加者の皆さんから親しみを持っていただけ

るよう、わたくし神保町子と猫のにゃっほんが担当いたしました！ Twitterや G+

にて、神保町 FS情報（その他神保町情報も）を発信していきました。え？ 飯テ

ロ？ ふふふ。神保町ランチ、美味しそうだったでしょう？＾＾ Niantic川島さんに

は、Twitterで何度かリツイートしていただいたことも！ なんでも 16年前、アメリ

カに移る前の川島さんは神保町で働かれていたそうですよ。 

 

参加者の募集は、2月の FSの翌日、2月 7日 17時に公式サイトと G+イベン

トページを公開してスタートさせました。おかげさまで 2週間ほどで 100名を突

破！なんと最終的にはスタッフ込みで 150名以上の申込みが集まったのです！ 

想定以上のスピードで定員オーバーしてしまったため、泣く泣く申込フォームを閉

鎖。「申込みしなきゃなーと思ってたら、あっという間に締め切られちゃった」という

お声もいただいたりして、本当に本当に心苦しい限りでした。 

 

【たくさんの記念グッズ】 

神保町 FSでは伊藤園様、ソフトバンク様、大日本印刷様という名だたる Ingressスポンサー企業様より、たくさ

んのご協力をいただきました。なかでも大日本印刷様に提供いただいた、ジュンク堂書店 立川髙島屋店の開店記

念キャンペーン用オリジナルクリアファイルは、2日間限定で立川のキャンペーンミッションをクリアした、両日先着

150名だけに配られるとてもレアなものでした。この情報はごく一部のスタッフしか知らず、honto×Ingressサイトで

の告知と同時にスタッフへも解禁という、徹底した情報管理ぶりでした。 

 

さらに、デザインスキルのあるスタッフが揃っていたこと

もあり、参加者の皆さんへ差し上げるオリジナルグッズが

いくつも企画されました。まず「名札用ネックストラップ」。

カレーの街・神保町らしい鮮やかなターメリック色が目を

ひきます。そしてカレー色の「参加記念缶バッジ」。eve メ

ダルをモチーフにして、本、カレー、スキー板といった神

保町の街の特色を表現しています。 

 

そしてブームに乗って作った「町子とにゃっほんの不審

者カード」。ちょっとやり過ぎ!? というくらいにお土産満載

な FS となりました。 

 

Twitterにもアップしましたが、FS前日には神保町三井ビルディングにほど近い某社の会議室にて、各種グッズ

を流れ作業でクリアファイルにセットしていく FSスタッフたちの姿がありました。開催前日のワクワク感に包まれな

がら夜がふけていったのです。 

 



【そして本番】 

当日は快晴とはいかないまでも、雨の心配はなさげな空模様。開場の 1時

間前にはスタッフたちが集合し、受付の準備を始めました。ファクションリーダ

ーで MCの 2人は直前まで作っていたスライドと台本の打ち合わせをしながら 

リハーサル開始。そうこうしていたら、あっという間に開場時

間の 10時！少しずつ会場にエージェントがいらっしゃいまし

た。先にFSミッションをこなしてきた方もたくさんいらっしゃっ

たようですね。 

 

11:00 となり、いよいよ神保町 FSがスタートです！  

はじめに MCの 2人から簡単に 1日の流れを説明した後、さっそく「クロス

ファクショントーク」へ。100人を超えるエージェントが一斉に語り合う様子はな

かなか壮観でした。 

 

 場の雰囲気が温まったところで「クロスファクションランチ」のスタート！ これは事

前にチーム分けした RES3人と ENL3人が 1チームとなって神保町グルメを堪能し

よう、という企画です。神保町はカレーの街として有名ですが、老舗喫茶店の「さぼう

る」やビアホールの「ランチョン」、冷やし中華発祥の「揚子江菜館」など、さまざまな

グルメを楽しめる街でもあります。各チーム

には可能な限り、スタッフ 1名をガイド役とし

て配置しました。事前に用意された FSスタッ

フおすすめランチマップを片手に、出発して

いくエージェントたち。ほどなくして参加者

HOは大量の飯テロ写真で埋め尽くされてい

きました。会場に残ったお留守番スタッフた

ちは阿鼻叫喚だったとか。改めて参加された皆さんの G+投稿を見ると、やっ

ぱりカレーを楽しんだ方が多かったようですね。 

 

 13:00、神保町三井ビルディングに再集合し、午後の部「ブートキャンプ」の

スタートです。内容はプチアノマリー「カレーを奪い合え」！ クロスファクショ

ンランチでは各陣営 3人ずつのクロスファクションチームでしたが、ブートキャ

ンプでは RES6人、ENL6人がそれぞれ 1チームとなり、ポータルを奪い合います。通常のアノマリーでは RES対

ENLですが、今回はチーム戦。同じ陣営でも敵同士となり、計測され

る一瞬のポータルオーナー獲得を狙います。 

 メジャーメントは 3つ。計測時間は 5分に設定されました。それぞれ

のクラスタに点在する数多くのポータルのうち、指定の 5つが対象ポ

ータル。計測タイミングに対象ポータルのオーナーになっていれば10

点。さらにボラタイルポータルが 1つ設定され、これを取れば倍の 20

点が獲得できるルールです。ボラタイルポータルについては、参加者

HOにポータルのヒント写真が流されました。 

 



 総勢 100名を超えるエージェントが神保町の街角でポータルを奪い合う様

は、まさに異常事態（アノマリー）！ ポータルの色が目まぐるしく変わる様子

は、前週に開催された Obsidian浜松を彷彿とさせるものでした。しかも今回

は神保町 FS特別ルールで AXAシールドと VRPSは使用禁止とされていた

ので、せっかく刺せたレゾネーターも一瞬で焼かれていきました。 

 

 ボラタイルポータルのヒント写真はメジャーメントを重ね

る毎に難易度が高くなり、最後の 1つはポータルの一部

ではなくその周りの風景。普段神保町で活動しているエ

ージェントでも分からないかもしれないレベルだったので、

それ以外の参加者の方にはちょっと厳しかったかもしれ

ません。正解は神保町テラススクエア中庭にある「TRE 

CUBI FONTANA DI DANAE」（通称パワーキューブモ

ニュメント）でした！ 

 

激闘が終わり、神保町三井ビルディングに参加者の皆さんが再び集合しま

した。ここで実績集計までの間に、余興と題していくつかミニ企画を行いまし

た。 

 

エージェントに FSを楽しんでもらうためにはどうしたらいいか。スタッフは 2

月に行われた各地の FSに参加して「エージェントにとって快適な FS」のヒントを探しました。そこで課題に上がった

のが「実績集計中に飽きさせない仕掛け」でした。FSでは、全参加者の獲得AP、レベルアップ数、トレッカー数を集

計する必要があります。どうしても間延びしてしまいがちなこの時間に、退屈しないような何かいい企画はないだろ

うか。色々と検討した結果、いくつかのミニ企画ができあがったのです。 

 

まずは「FS記念ミッションを一つ以上クリアした方に、記念缶バッジプレゼ

ント」。FS記念ミッション「神保町 文化を巡る」のメダルデザインをしてくださっ

た 44devjp ingressさんですが、実は 7つのメダルデザインをしてくださってい

たのです。こんなに素敵なデザインなのに、お蔵入りになるなんてもったいな

い！という話から、ミッションで使われなかったメダルで記念缶バッジを作り、

FS記念ミッションをプレイした方へのプレゼントにいたしました。神保町の有名喫茶店、ミロンガ・ヌオーバの看板が

入った風景のデザインは、缶バッジになっても素敵でした！ さらに 44devjp ingress さんには神保町 FSロゴもデ

ザインいただきました。RESマークとENLマークを融合させたイメージのデザインは、まさにクロスファクションなFS

にふさわしいロゴで、ネックストラップにも印刷されています。ありがとうございました！ 

 

次に行われたのは「ポータルキーサバイバル」。これ

は街歩きの間に集めたポータルキーで生き残りを競うゲ

ームです。MCが 1つずつポータル名を読み上げ、その

キーを持っていた人は勝ち残りというルールでした。こ

のゲームの賞品の一つに NL-1331のカードがあったか

らか、ポータル名が読み上げられるたびに歓声が上が

り、なかなか盛り上がりましたよ！  



結果は abu1601c さん、fitemia さんの西東京 FSスタッフコンビと、YJ714 さん、rad1985がゲットされました！ 

おめでとうございます！ 

 

最後は「人気ミッション作者さんインタビュー」。ご協力いただいたのは、

FS記念ミッション「神保町 夏目漱石を巡る」のミッションメダルをデザインし

てくださった kowloonsgate ai さん！ FS コーディネーターの hiziri さんがイ

ンタビュアーを務めました。独特な作風のミッションメダルが人気の

kowloonsgate ai さん。今回、快くミッションメダル制作を受けていただきまし

たが、このようなオファーをもらったのは初めてだそうです。夏目漱石をモチ

ーフにするということで、著作を何冊も読み、メダルデザインに活かしていた

だいたとのこと。熱いミッション作者魂を感じるお話を聞けて、参加者の皆さんにも楽しんでいただけたのではない

でしょうか（かくいう私も、皆さんに混じってひっそりと熱い視線を送っていたのでした！）。 

 

【無事終了】 

そしていよいよプチアノマリー結果発表。 

 

“Anomary of JimbochoFS caputured by R-3&R-4 team！” 

 

RESエージェントチームが全メジャーメントを通じて、通常ポータ

ルを 1つ、ボラタイルポータルを 1つ奪い、見事優勝しました。優勝

賞品はスタッフ人気 No.1カレー店マンダラのレトルトカレーと戦いも

賞品も HOTなものでした。副賞としてチームメンバーにソフトバンク

ウルトラリンク MODカードも授与されました。 

 

 FS としての実績は、以下のとおり。 

 

                   APゲイン          11,390,332 

                   Lvアップ        7 

                         Trekker       536 km 

 

続いて個人成績発表！Trekker賞には桜のプリン、Lvアップ賞には文房堂の猫ノート、APゲイン 2位にはこち

らも文房堂のオリジナルノート、そして APゲイン 1位には奥野かるた店のカルタが授与されました。副賞としてソフ

トバンクウルトラリンク MODカードも贈呈されました。皆さんおめでとうございましたー！ 

 

APゲイン VanessaFist さん  288322 

tsubasa69 さん  238621 

Lvアップ  Hiro23ojisan          3 

Trekker  tsubasa69             9 

 

 

 

 



大きなトラブルや事故もなく無事終了した神保町 FS。最後は全員で記念撮影です。 

 

初めてのFS開催で至らない点も多々あったかと思いますが、FSを通じて少しでも神保町の街の魅力を感じてい

ただけたなら幸いです。また開催する機会があったなら、より楽しんでいただける企画をご用意できればと思いま

す。 

 

またいつか、“神保町で遊ぼう！” 

 

（おまけ） 

RESの FS コーディネーター、nenko さんの乾杯からスタートしたアフターパーティ

ーは、約 80名のエージェントが参加しクロスファクションの交流を楽しみました。 

 

ところで会場入口のウェルカムボードですが、Ingressマークがついていたんです

よね。お店側に準備していただいたものだったのですが、スタッフからは 

パーティーのタイトルしかお伝えしていなかったそうで。 

どうやらマークはお店のほうでデザインされたらしいのです。まさか…… 

お店のスタッフにエージェントさんが……！？ 

 

締めのごあいさつはENLのFSコーディネーター、hiziriさんからでした。 

その時、感極まってか彼の頬には光るものが……。本番当日までの足かけ 4か月に渡るさ

まざまな苦労が思い起こされたからか、はたまた重責から解放された安堵からかは分かりませ

んが、三次会ではすっかりサケゾチックマターに浸食されていました(^o^) 

 


